
定
住
政
策
を
継
続

令
和
４
年
度
は
小
休
止
予
算

も
っ
と
く
わ
し
く
聞
き
ま
し
た

一
般
質
問

自
治
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
会

だ
よ

り
2022. 5. １

第
127

号

楽
し

み
に

し
て

た
よ

入
園

式
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町内の新築住宅

万
円
減
額
さ
れ
て
い
る
理
由

は
。
　
　
　
　
　（
嘉
屋
議
員
）

　
職
員
の
有
給
休
暇
の
際

に
会
計
年
度
任
用
職
員
が

確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
。

　
現
在
、
こ
ど
も
園
の
職

員
は
有
給
休
暇
が
ほ
と
ん

ど
取
れ
て
な
い
と
い
う
こ
と

か
。

　
一
定
程
度
は
取
得
で
き

て
い
る
が
、
全
て
は
取
れ

て
な
い
と
い
う
こ
と
。
常
時
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集
を

計
上
し
確
保
に
努
力
し
て
い
る

が
、
応
募
が
少
な
い
状
況
で
あ

る
。

　
未
就
学
児
が
い
る
国
民

健
康
保
険
加
入
世
帯
に
つ

い
て
問
う
。
基
礎
賦
課
額
の
均

等
割
額
が
半
額
に
な
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
減
額
と
な
る
世
帯

に
つ
い
て
ど
う
説
明
す
る
の

か
。　
　
　
　
　
（
上
田
議
員
）

　
広
報
等
で
説
明
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
納
付
書

を
発
送
す
る
際
に
内
容
を
周
知

で
き
れ
ば
検
討
し
た
い
。

制
度
の
一
つ
と
し
て
効
果
が
あ

る
と
考
え
、
期
間
を
2
年
間
延

長
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
内
容
の
説
明
を
求
め
る
。

（
森
脇
議
員
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

所
有
者
が
、
来
庁
せ
ず
に

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
転
出
届
と
転
入
予
約
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
住
民
記
録

シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
む
機
能
を

追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
ど
も
園
の
会
計
年
度

任
用
職
員
報
酬
が
9
0
0

問問 答

問問 答答答

３月定例会

73
戸
分
　
4
7
0
万
7
千
円

　
3
月
定
例
会
は
3
月
8
日
か
ら
23
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
報
告
3
件
、

諮
問
1
件
、
議
案
21
件
、
発
議
1
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
4
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
の
様
々
な
問
題
を
議
論
し
ま
し
た
。

※
住
宅
建
設
奨
励
金
と
は
、
住
宅

を
新
築
し
た
方
、
ま
た
は
新
築

を
購
入
し
た
方
の
家
屋
に
対
す

る
固
定
資
産
税
の
一
部
に
つ
い

て
町
が
補
助
す
る
制
度

　
導
入
さ
れ
て
か
ら
の
実

績
は
。　
　
（
栗
本
議
員
）

　
平
成
12
年
度
か
ら
の
支

給
で
、
令
和
2
年
度
ま
で

の
21
年
間
に
交
付
し
た
戸
数
は

5
2
4
戸
。1
年
間
平
均
25
戸
、

補
助
金
は
1
戸
1
年
あ
た
り
約

6
万
円
に
な
る
。

　
今
回
交
付
期
限
を
2
年

間
延
長
す
る
の
は
、
効
果

が
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
の

か
。

　
奨
励
金
の
目
的
は
、
住

宅
建
設
に
よ
り
人
口
増
を

図
る
こ
と
。
推
移
を
見
る
限
り

人
口
増
と
は
な
っ
て
い
な
い

が
、
地
価
が
高
い
と
言
わ
れ
る

本
町
に
年
平
均
25
戸
の
住
宅
が

建
設
さ
れ
て
い
る
。
町
独
自
の

問問 答

答

３月
定例会

和
木
町
住
宅
建
設
奨
励
金
交
付
を
２
年
間
延
長

和
木
町
住
宅
建
設
奨
励
金
交
付
を
２
年
間
延
長

定
住
政
策
を
継
続

　
村
上
邦
明
氏
の
任
期
が
６

月
末
で
満
了
と
な
る
た
め
、

引
き
続
い
て
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
と
し
て
法
務
大
臣
に

推
薦
す
る
こ
と
を
全
会
一
致

で
同
意
し
ま
し
た
。

■ 

人
事
案
件 

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
は
、
国
際
社
会

の
平
和
と
安
全
を
著
し
く
損

な
う
も
の
で
あ
り
、
国
際
秩

序
の
根
幹
を
揺
る
が
す
暴
挙

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
抗
議
の

意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

即
時
の
攻
撃
停
止
と
完
全
撤

退
を
求
め
る
た
め
、
議
会
は

国
に
対
し
て
、
国
際
社
会
と

連
携
し
制
裁
措
置
を
含
む
迅

速
か
つ
厳
格
な
対
応
を
行
う

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　
決
議
案
は
栗
本
詠
子
議
員

が
提
出
し
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

■ 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　 

侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議

 

　
を
可
決

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

住
宅
建
設
奨
励
金
条
例
の
改
正

会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
の
減
額

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
転
出
・
転
入

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
改
正



令和4年度予算

大型事業の終了で 

公債費（借金返済）５億２８６９万円 がピークに
こども園や岩国市ごみ焼却施設の元金償還額が増加したため

依
存
財

源（
42
.3%
） 自主財源（

57.7％
）

歳 入

歳 出

一般会計 37 億 4926 万円（前年比 12％減）

諸
収
入
等 

地方交付税19.8%

国
・
県
支
出
金 

総務費 22.0%

土
木
費 

11.6%

教育費 9.6% 民
生
費 

27.6
%

公債費
14.1%

8.4％

12.8
％

繰越金 0.5% 繰入金 8.7% 使用料及び手数料 3.6%

地方譲与税等
5.6% 町民税・固定資産税

軽自動車税・たばこ税
等

防犯対策・コミュニティ
バス・選挙事業など

議会活動

基金から繰り入れるお金前年度から繰り越したお金

地方債（借金）4.1%

住宅使用料・こども園利用料等

延滞金・預金利子・貸付金の回収金等

使い道を特定して国・
県が支出する補助金等

自治体の財政力格差を
調整するために、国か
ら交付されるお金

国税として徴収し
一定基準により町
に譲与されるお金
等

借り入れするお金

消防費 4.5%

議会費 1.8%

学校・公民館・図書館
事業など

予防接種・健康増進、
ごみ処理事業など

高齢者・児童・障がい者福祉事業、
こども園など

町が借り入れたお金
の返済

道路・公園・住宅
整備など

消防団活動、消防防災
事業など

衛
生
費 

7.4
%

町税  36.5%

その他
1.4%

37億4926万円

37億4926万円
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３歳未満児のおやつ

新たに返礼品に加わったうなぎ

町
の
財
政
収
入

子
育
て
の
充
実
を

魅
力
的
な
街
づ
く
り

の
た
め
に

　

認
定
こ
ど
も
園
の
給
食
は
、
物

価
高
騰
の
折
、
賄
材
料
費
9
7
0

万
5
千
円
で
足
り
る
の
か
。（中

村
委
員
）

　

3
歳
未
満
児
は
一
人
に
つ
き
給

食
2
0
5
円
、
お
や
つ
1
1
0
円

で
算
出
し
て
い
る
。
食
品
価
格
上
昇
等

の
動
き
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
不
足
は

な
い
。　

他
市
町
へ
の
委
託
保
育
料
23
人

分
予
算
計
上
の
根
拠
は
。

（
灰
岡
委
員
）

　

予
算
要
求
時
の
委
託
保
育
人
数

で
岩
国
市
20
名
、
大
竹
市
3
名
。

人
数
が
増
え
た
ら
、
補
正
予
算
で
対
応

す
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員
理

由
は
。　
　
　
　
　
（
森
脇
委
員
）

　

将
来
の
和
木
ち
ゃ
ん
ね
る
制
作

の
担
い
手
と
な
る
人
材
を
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
受
け
入
れ
、
本
町

の
地
域
活
性
化
と
情
報
発
信
の
強
化
を

図
る
た
め
。

　

町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
の

日
程
と
内
容
は
。　
（
栗
本
委
員
）

　

記
念
式
典
の
開
催
は
令
和
5
年

の
秋
（
10
月
〜
11
月
）
頃
を
予
定

し
て
い
る
。

　

記
念
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
令
和
4
年
7
月
〜
8
月
頃

に
募
集
し
、
そ
の
他
具
体
的
な
内
容
や

日
程
は
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　

町
民
税
の
減
額
理
由
は
。

（
上
田
委
員
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
っ
た
こ

と
と
考
え
て
い
る
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
タ
バ
コ
の
売
上

げ
は
、
た
ば
こ
税
と
し
て
町
の
歳

入
に
な
る
の
か
。　
　
　
（
嘉
屋
委
員
）

　

た
ば
こ
税
と
し
て
町
の
歳
入
と

な
る
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
額
理

由
は
。　
　
　
　
　
（
上
田
委
員
）

　

国
の
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
く

試
算
に
よ
る
も
の
。
消
費
税
率

10
％
の
内
、
2
・
2
％
（
軽
減
税
率
時
、

1
・
76
％
）
が
地
方
消
費
税
と
し
て
都

道
府
県
に
よ
り
課
税
さ
れ
て
い
る
。
輸

入
さ
れ
た
も
の
に
も
課
税
さ
れ
る
た

め
、
た
と
え
ば
、
輸
入
量
が
同
等
で
あ

れ
ば
、
原
油
価
格
の
上
昇
等
に
よ
り
消

費
税
額
は
上
昇
す
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
は
順
調

か
。　
　
　
　
　
　
（
中
村
委
員
）

　

概
ね
3
千
〜
4
千
万
円
程
度
の

収
益
を
確
保
し
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
Ｐ
Ｒ
の
継
続

や
新
た
な
返
礼
品
の
研
究
を
通
じ
、
町

の
財
政
運
営
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
め

る
。

問問

問

問

問問

問

問 答答

答

答

答答

答

答

予算特別委員会

予
算
特
別
委
員
会
で
の

質

疑

写真はイメージです
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補助が町内全域に拡大

安
全
と
防
災

健
　
康

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
南
海
ト

ラ
フ
を
見
据
え
て
作
成
さ
れ
る
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
脇
委
員
）

　

巨
大
台
風
の
接
近
・
通
過
に
よ

り
発
生
す
る
高
潮
に
よ
る
浸
水
想

定
区
域
を
見
直
す
こ
と
か
ら
更
新
、
作

成
さ
れ
る
も
の
で
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
見
据
え
た
も
の
で
は
な
い
。

　
予
防
接
種
委
託
料
の
内
容
は
。

（
森
脇
委
員
）

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接

種
を
、
医
療
機
関
で
接
種
す
る
た

め
の
個
別
接
種
委
託
料
。
ワ
ク
チ
ン
の

「
標
準
接
種
料
金
」
を
単
価
と
し
、
対

象
者
数
を
掛
け
て
算
出
し
て
い
る
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
48
人（
高
3
）、57
人（
中

３
）・
子
宮
頸
が
ん
5
2
2
人
。

　

　
住
宅
環
境
改
善
支
援
事
業
の
会

計
年
度
任
用
職
員
報
酬
の
内
容

は
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
栗
本
委
員
）

　

和
木
4
丁
目
、
5
丁
目
に
限
定

さ
れ
て
い
た
エ
ア
コ
ン
や
断
熱

サ
ッ
シ
の
取
付
の
補
助
が
令
和
4
年
度

か
ら
町
内
全
域
に
拡
大
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
申
請
受
付
に
係
る
補
助
職
員
の
報

酬
を
計
上
。（
県
交
付
金
を
活
用
）

問問

問

答答

答

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

公 債 費

地 方 債

財政調整基金

平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 4年度（予定）

3億9560万円

56億7100万円

11億6170万円

4億340万円

54億9970万円

11億7210万円

4億1550万円

54億310万円

12億6330万円

 5億2860万円

51億3060万円

14億 670万円（3年度末）

公債費や地方債（借金）残高、財政調整基金（貯金）の最近の推移はどうなっている。

公債費は令和５年度から減少する。財政健全化も維持する。

令和３年度で終了した米軍再編交付金の行方は。

平成１９年から始まった再編交付金は一旦終了したが、１５年間継続の方針は決まって
いた。ただ金額や名称が決まらず当初予算に入れていない。
＊４月１日付で名称は「米空母艦載機部隊配備特別交付金」となり、和木町には２億
　５３００万円の交付が決定した。町の福祉や医療政策に充てられる。

《財政チェック》

出典：平成30年度鳥取県における少子化対策  等に関するアンケート調査結果より作成
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もっとくわしく　聞きました

　

感
染
対
策
や
学
校
生
活
の

変
化
、
図
書
室
の
利
用
や
わ

き
っ
こ
ク
ラ
ブ
へ
の
影
響
は
。

　

玄
関
や
全
教
室
に
手
指
消

毒
の
設
備
を
設
置
し
活
用
。

下
校
後
に
ト
イ
レ
な
ど
共
用
部
分

も
消
毒
を
し
て
い
る
。

　

密
を
避
け
る
た
め
、
学
年
を
超

え
て
の
交
流
や
グ
ル
ー
プ
で
の
話

合
い
、
歌
を
歌
う
な
ど
は
控
え
て

い
る
。
図
書
室
は
滞
在
時
間
を
短

く
す
る
た
め
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
を

撤
去
。
わ
き
っ
こ
ク
ラ
ブ
は
常
時

窓
を
開
放
し
、
密
を
避
け
る
工
夫

を
し
な
が
ら
学
童
保
育
を
し
て
い

る
。

　
ど
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し

て
訓
練
を
し
て
い
る
の
か
。
保

護
者
や
地
域
住
民
等
へ
の
周
知
状
況

は
。　

年
間
計
画
を
作
成
し
、
地

震
・
水
害
（
津
波
等
）・
火
災

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
。

　

中
学
校
で
は
、
不
審
者
対
応
の

避
難
訓
練
も
実
施
し
て
い
る
。

　

園
・
学
校
だ
よ
り
の
配
付
や
学

校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
や
リ
モ
ー
ト
授
業
の

ウ
エ
イ
ト
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
の
状
況
は
。

　
小
学
校
で
は
、
算
数
や
理

科
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
も

活
用
。
中
学
校
で
は
、
技
術
科
で

自
分
の
考
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と

お
り
に
動
か
す
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
の

学
習
や
、パ
ソ
コ
ン
上
で
の
チ
ャ
ッ

ト
（
文
字
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
制
作
学
習
を
行
っ
て
い

る
。リ
モ
ー
ト
授
業
は
、校
内
や
園
・

小
・
中
間
で
必
要
に
応
じ
て
実
施
。

　
昨
年
か
ら
岩
国
市
が
電
子

図
書
館
の
運
営
を
開
始
し
た

が
、
町
で
は
電
子
図
書
館
の
運
用

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

電
子
図
書
館
の
導
入
は
、

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
、

導
入
費
用
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

等
、
調
査
研
究
を
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
3
回
目
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
予
定
は
。

　

医
療
従
事
者
は
12
月
か
ら

開
始
し
、
高
齢
者
施
設
の
入

居
者
と
従
事
者
は
1
月
21
日
に
完

了
。
そ
の
他
の
方
は
、
3
月
9
日

に
高
齢
者
接
種
を
完
了
し
、
18
歳

以
上
65
歳
未
満
の
接
種
は
4
月
末

に
完
了
の
見
込
み
。

　
高
齢
者
人
口
が
増
え
て
い

る
中
、
福
岡
市
等
で
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

町
で
も
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

　

町
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

数
は
1
7
4
6
人
、
高
齢
化

率
は
28
・
75
％
と
上
昇
傾
向
で
あ

る
。
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
、
福
祉
員
が
各
地
域
で
連
携
し

見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

各
委
員
が
、
訪
問
、
声
か
け
、
散

歩
途
中
で
の
観
察
等
、
独
自
の
方

法
で
実
施
。
町
が
社
協
に
委
託
し

て
い
る
事
業
は
、
パ
ン
、
乳
酸
菌

飲
料
、弁
当
の
配
布
。週
3
回
程
度
、

機
会
を
つ
く
り
見
守
り
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
他
、
郵
便
事
業
者
な

ど
11
の
企
業
と
も
見
守
り
協
定
を

結
び
、
異
変
を
発
見
し
た
場
合
に

町
へ
連
絡
し
て
も
ら
う
体
制
を

と
っ
て
い
る
。

　教
　
　
育

委員会委員会
ナ　ウ

健
康
・
福
祉

こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
校
、コ
ロ
ナ

禍
で
の
現
状
は
　
　
　（森
脇
委
員
）

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
授
業
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　（小
林
委
員
）

こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
校
の
避

難
訓
練
　
　
　
　
　
　（灰
岡
委
員
）

電
子
図
書
館
の
導
入
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　（中
村
委
員
）

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　（嘉
屋
・
栗
本
委
員
）

注
目
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の

見
守
り
事
業
　
　
　
　（上
田
委
員
）

こども園での避難訓練
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もっとくわしく　聞きました

　
和
木
町
中
小
企
業
事
業
応

援
給
付
金
の
申
請
数
及
び
給

付
実
績
は
。
次
年
度
に
予
定
し
て

い
る
支
援
策
は
。

　

11
月
か
ら
受
付
を
開
始
し

た
和
木
町
中
小
企
業
事
業
応

援
給
付
金
は
、
申
請
及
び
給
付
件

数
が
39
件
3
9
0
万
円
。
令
和
4

年
度
以
降
の
町
内
事
業
者
の
支
援

策
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
も
含
め
検
討
。

　
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
は
。マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
利
用
で
各
種
電
子
申
請
は

で
き
る
の
か
。

　

令
和
4
年
2
月
末
現
在
の

普
及
率
は
47
・
6
％
。
令
和

5
年
度
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活

用
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
の
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
が
可
能
と
な
る
。
令
和
5

年
2
月
頃
に
は
、
転
出
・
転
入
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
転
出
届
と
転
入
予
約
が
可
能
と

な
る
予
定
。
ま
た
、
現
在
、Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
和
木
町
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
ボ
タ
ン

を
配
置
し
、
電
子
申
請
手
続
き
画

面
に
誘
導
す
る
仕
組
み
を
検
討
し

て
い
る
。

　
道
路
脇
に
ゴ
ミ
袋
を
集
め

ネ
ッ
ト
を
か
け
た
だ
け
の
収

集
場
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
改
善

は
難
し
い
の
か
。

　

コ
ン
テ
ナ
型
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
場

合
、
通
行
人
や
通
行
車
両
の
妨
げ

と
な
る
。
付
近
に
町
有
地
が
な
い

等
の
理
由
か
ら
、
自
治
会
長
と
近

隣
居
住
者
等
の
合
意
の
も
と
、ネ
ッ

ト
型
あ
る
い
は
鳥
居
型
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
公
園
の

利
用
者
数
・
売
上
げ
の
変
化

は
。
バ
ラ
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
事

業
計
画
は
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
公
園
の

有
料
施
設
等
の
利
用
制
限
は

延
べ
約
4
ヶ
月
に
わ
た
り
、
そ
の

期
間
は
利
用
者
数
・
売
上
げ
と
も

大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
な

が
ら
、
2
月
末
現
在
の
利
用
者
数

は
約
15
万
人
で
コ
ロ
ナ
前
の
年
間

利
用
者
数
を
少
し
上
回
る
数
値
と

な
っ
て
お
り
、
B
e
e
+
効
果
に

よ
り
公
園
全
体
の
売
上
げ
総
額
も

増
加
し
て
い
る
。
バ
ラ
園
は
山
口

県
ゆ
め
花
開
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
事
業
を
活
用
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
い
、
大
型
の
ア
ー
チ
2
基
、

自
動
散
水
シ
ス
テ
ム
、ベ
ン
チ
テ
ー

ブ
ル
、
看
板
等
を
設
置
予
定
。
土

壌
改
良
を
行
い
、
バ
ラ
の
状
態
の

良
い
も
の
は
移
植
、
新
し
く
2
5

0
0
本
植
え
る
。
ま
た
、
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
住
民
の
方

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
愛
さ
れ
る
バ
ラ
園

に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

生
活
・
環
境

カードの申請はお済みですか。

リニューアルに向けて作業が進むバラ園

ネット型のごみステーション

町内の
課題

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
利
便
性
向
上      

（
兼
本
・
津
島
委
員
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
内
事
業
者
支
援

制
度
は
　
　
　
　
　
　（
森
脇
委
員
）

ご
み
収
集
場
所
の
コ
ン
テ
ナ
型

へ
の
改
善
は
　
　
　
（
津
島
委
員
）

生
ま
れ
変
わ
る
蜂
ヶ
峯
公
園
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
兼
本
委
員
）
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高
齢
者
の
ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
デ
ジ
タ

ル
機
器
の
保
有
拡
大
の
た
め
の

支
援
策
は
。

　

令
和
4
年
度
に
高
齢

者
向
け
ス
マ
ホ
操
作
教

室
を
年
3
回
開
催
予
定
。

　

社
会
か
ら
の
孤
立
を

防
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て
、

ま
た
在
宅
高
齢
者
の
見
守
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
・
診
療
等
、

在
宅
介
護
・
看
護
・
医
療
と
い

う
地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

今
後
の
地
域
包
括
ケ

ア
の
充
実
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
だ
が
、
効
果
的
に
対

応
す
る
の
は
運
用
面
・
費
用
面

等
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
環
境
が
整
う

ま
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
を
着
実
に
進
め
、
ニ
ー
ズ
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
状
況
把
握
に
努

め
る
。　

自
宅
で
も
介
護
予
防

が
行
え
る
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
交
流
事
業
の
検
討

は
。

　

昨
年
1
月
か
ら
ア
イ
・

キ
ャ
ン
和
木
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
「
い
き
い
き
体
操
」
を
放

送
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
交
流
事
業
は
ニ
ー
ズ
の
把

握
か
ら
始
め
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

介
護
を
必
要
と
し
な
い

高
齢
者
、
要
介
護
状
態
に
至
る

前
段
階
の
方
（
フ
レ
イ
ル
）
へ

の
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
の
活

動
は
。
ま
た
行
政
と
の
連
携
は
。

　

電
話
で
の
状
況
把
握

や
夕
方
に
家
の
電
気
が

点
い
て
い
る
か
確
認
す
る
等
、

見
守
り
活
動
を
継
続
し
て
い

る
。
ま
ん
延
防
止
解
除
以
降
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

に
よ
る
戸
別
訪
問
や
サ
ロ
ン
等

で
高
齢
者
の
健
康
確
認
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
質
問
用
紙
に

よ
る
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
等
で

現
状
把
握
や
フ
レ
イ
ル
予
防
を

推
進
し
て
い
く
。

　

平
成
25
年
6
月
、
厚

生
労
働
省
よ
り
子
宮
頸

が
ん
を
予
防
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
積
極
的
な
勧
奨
を

差
し
控
え
る
旨
通
知
が
あ
っ
た

が
対
応
は
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
で
周
知
し
、
医
療

機
関
に
も
国
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
掲
示
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

　

令
和
3
年
11
月
、
積

極
的
な
勧
奨
の
差
し
控

え
を
終
了
す
る
旨
通
知
が
あ
っ

た
が
対
応
は
。
ま
た
勧
奨
の
差

し
控
え
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃

し
た
方
へ
の
対
応
は
。

　

令
和
4
年
4
月
か
ら
、

対
象
年
齢
の
小
学
６
年

生
か
ら
高
校
1
年
生
相
当
の
女

子
へ
の
呼
び
か
け
文
書
や
予
診

票
を
個
別
に
通
知
し
、
積
極
的

な
勧
奨
を
再
開
す
る
。
接
種
機

会
を
逃
し
た
方
（
平
成
9
年
度

生
ま
れ
か
ら
平
成
17
年
度
生
ま

れ
の
女
子
）
も
国
の
方
針
に
従

い
適
切
に
周
知
し
て
い
く
。

質
問

質
問

課
長

課
長

課
長

課
長

質
問

質
問

質
問

課
長

保
健
福
祉

課
　
　
長

＊
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
再
開
へ
の
対
応
は

質
問

サロンでのフレイルチェック

スマホに取り組む高齢者

8

一般質問

A高齢者向けスマホ教室の開催を予定する企画総務課長

Q　高齢者へのＩＣＴ活用の
　取り組みが必要では

森脇 明美 議員
もりわき あけみ



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
で
5
歳

か
ら
11
歳
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
種
類
と
接
種
方
法
は
。

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の

ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
、

12
歳
以
上
の
成
分
量
の
3
分
の

1
と
な
っ
て
い
る
。
注
射
針
も

12
歳
以
上
と
比
べ
細
く
て
短
い

針
を
使
用
す
る
。
接
種
に
つ
い

て
は
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で

の
集
団
接
種
の
み
と
な
っ
て
い

る
。

　

3
月
16
日
か
ら
開
始
し
、
以

後
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
に
実

施
し
、
3
週
間
の
間
隔
を
お
い

て
2
回
目
の
接
種
を
行
う
。

　
無
症
状
で
感
染
に
不

安
を
覚
え
る
方
に
対
し

て
、
P
C
R
検
査
、
抗
体
定
性

検
査
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
周
知
方
法
は
。

　

感
染
へ
の
不
安
が
あ

る
無
症
状
の
方
を
対
象

に
し
た
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

つ
い
て
町
で
は
、
広
報
、
ア
イ
・

キ
ャ
ン
和
木
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
知
ら
せ
て

い
る
。

　

ま
た
、
和
木
町
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
を
窓
口
と
し
て
、
電
話

が
あ
っ
た
方
に
は
、
山
口
県
か

ら
ご
自
宅
に
検
査
キ
ッ
ト
の
送

付
を
3
月
31
日
ま
で
の
期
間
で

実
施
し
て
い
る
。

　
昨
年
末
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
国

よ
り
交
付
さ
れ
た
が
、
町
独
自

の
支
援
対
策
は
考
え
て
い
る
の

か
。

　

令
和
2
年
、
3
年
と

町
独
自
の
支
援
策
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
対

す
る
助
成
を
は
じ
め
と
し
て
、

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
等
へ
の

助
成
を
行
っ
て
き
た
。

　

令
和
4
年
度
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
活
用
も
含
め
、

ど
う
い
っ
た
事
業
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
第
6
波

は
、
在
日
米
軍
に
原
因
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
水
際
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
日
米
地
位
協

定
に
よ
り
難
し
い
と
さ
れ
て
い

る
が
、
基
地
へ
の
要
望
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　

日
米
地
位
協
定
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

毎
年
、
山
口
県
及
び
地
元
2
市

2
町
の
基
地
関
係
県
市
町
連
絡

協
議
会
か
ら
、
事
件
・
事
故
に

関
す
る
事
項
を
は
じ
め
、
見
直

し
に
関
し
て
対
応
を
図
る
よ
う

要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
措
置
の
徹
底
に
つ

い
て
、
山
口
県
や
岩
国
市
と
歩

調
を
合
わ
せ
要
請
を
続
け
て
い

く
。

質
問

質
問

町
長

質
問

質
問

保
健
福
祉

課
　
　
長

企
画
総
務

課
　
　
長

課
長

※
現
在
は
6
月
30
日
ま
で
継
続

実
施
し
て
い
る
。

５歳～１１歳接種に使用される注射器

Q　コロナ禍に対する町独自の
　支援対策は

A新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
の活用も含め考えていく

企画総務課長

上田 丈二 議員
うえだ じょうじ

５歳～１１歳接種会場
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子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
方
か
ら
「
仕
事
を
始

め
る
た
め
に
0
歳
の
子
ど
も
を

預
け
た
い
と
、
役
場
に
行
っ
た

ら
定
員
い
っ
ぱ
い
の
た
め
、
他

の
施
設
を
紹
介
さ
れ
た
。
小
学

校
入
学
後
を
考
え
、
町
の
こ
ど

も
園
に
入
れ
た
か
っ
た
」
と
の

声
を
多
く
聞
く
。

　
旧
保
育
所
と
比
べ
0
〜
2
歳

児
の
定
員
は
増
え
た
の
か
。

　

旧
保
育
所
の
定
員
0

歳
児
12
名
、
こ
ど
も
園

12
名
。

　

旧
保
育
所
の
定
員
1
歳
児
24

名
、
こ
ど
も
園
24
名
。

　

旧
保
育
所
の
定
員
2
歳
児
24

名
、
こ
ど
も
園
30
名
と
、
な
っ

て
い
る
。　

令
和
2
年
度
途
中
に

入
園
希
望
の
あ
っ
た
年

と
人
数
は
。

　

0
歳
児
は
、
13
名
の

希
望
が
あ
り
、
他
市
町

へ
の
委
託
が
6
名
、
育
児
休
業

の
延
長
が
2
名
、
空
き
次
第
連

絡
す
る
と
い
う
方
が
5
名
。
1

歳
児
は
、
5
名
の
希
望
が
あ
り

3
名
他
市
町
へ
委
託
、
2
名
は

空
き
次
第
連
絡
。
２
歳
児
は
2

名
の
希
望
が
あ
り
、
2
名
と
も

他
市
町
へ
の
委
託
を
行
っ
た
。

　
和
木
こ
ど
も
園
に
入

園
で
き
な
い
場
合
の
町

の
対
応
は
。

　

毎
月
10
日
に
申
請
を

締
め
切
り
。
定
員
に
達

し
て
い
た
場
合
は
、
町
外
へ
の

希
望
が
あ
れ
ば
、
大
竹
市
や
岩

国
市
へ
広
域
の
利
用
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

　

翌
年
度
の
入
園
希
望
者
に
対

し
て
は
、
11
月
下
旬
に
こ
ど
も

園
で
入
園
説
明
会
を
行
う
。
申

請
期
限
は
、
1
月
末
で
、
入
園

決
定
は
3
月
上
旬
に
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　
和
木
こ
ど
も
園
に
入

園
で
き
な
い
場
合
、
ど

う
調
整
す
る
の
か
。

　

申
請
書
の
中
に
第
１
，

２
，
３
希
望
と
要
望
す

る
事
項
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に

沿
っ
て
調
整
す
る
。

　
今
後
の
取
組
み
を
聞

く
。

　

和
木
こ
ど
も
園
の
3

号
子
ど
も
の
利
用
定
員

に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度
2

歳
児
の
定
員
を
6
名
増
や
し
て

36
名
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　
令
和
4
年
度
か
ら
実

施
す
る
と
い
う
こ
と

か
。
　

令
和
4
年
度
に
6
名

増
や
し
て
、
様
子
を
見

て
令
和
5
年
度
か
ら
の
対
応
を

考
え
る
。　

幼
稚
園
教
諭
や
保
育

士
の
人
材
不
足
は
全
国

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
保
育
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

人
材
の
確
保
が
で
き
な
い
た
め

に
、
入
園
で
き
な
い
と
い
う
現

在
の
状
況
を
町
長
は
ど
う
考
え

る
か
。　

新
し
い
園
舎
が
完
成

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

入
園
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
る

こ
と
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

る
。
ど
う
し
た
ら
定
員
が
増
や

せ
る
の
か
担
当
部
局
に
指
示
し

た
と
こ
ろ
、
最
終
的
に
人
材
不

足
と
い
う
壁
が
立
ち
は
だ
か
り

大
変
難
し
い
の
が
現
状
だ
。
そ

の
中
で
も
、
職
員
は
毎
日
園
児

の
怪
我
が
な
い
よ
う
が
ん
ば
っ

て
い
る
。
今
後
も
改
善
の
余
地

は
な
い
か
を
探
っ
て
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

本
町
の
就
学
支
援
の
状
況
に

つ
い
て
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

事
務

局
長

事
務

局
長

事
務

局
長

事
務

局
長

質
問

質
問

事
務

局
長

事
務

局
長

町
長

大人気のふわふわドーム

「雨が降っても遊べるよ」

Q　こども園の０～２歳児の
　入園状況は

A令和4年度は２歳児の定員を
６名増やし様子を見る

教育委員会事務局長

灰岡 裕美 議員
はいおか ひろみ
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の

今
後
の
実
施
予
定
は
。

　
町
単
独
で
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
か
、
広
域

で
実
施
し
て
い
く
の
か
検
討
す

る
と
共
に
、
相
互
援
助
活
動
の

中
で
子
ど
も
の
事
故
に
つ
い
て

も
関
係
各
課
と
協
議
し
な
が
ら

調
査
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　
町
長
の
見
解
を
問
う
。

　
人
口
の
少
な
い
と
こ

ろ
で
は
難
し
く
、
単
独

設
置
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
登
録
が
あ

る
の
か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

ま
た
、
利
用
者
数
も
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
。
広
域
で
の
実
施

に
つ
い
て
も
他
の
市
町
の
承
諾

が
得
ら
れ
る
の
か
等
、
不
安
材

料
を
一
つ
ひ
と
つ
調
査
研
究
し

て
ど
の
よ
う
な
形
で
設
置
で
き

る
の
か
検
討
し
た
い
。

和
木
町
民
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
今
後
、
岩
国
市
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
利

用
方
法
、
負
担
金
な
ど
の
調
整

が
必
要
と
な
る
旨
を
回
答
し

た
。

　
和
木
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
委
員
、
民
生

委
員
、
児
童
委
員
等
か
ら
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望

は
あ
る
か
。

　
和
木
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
委
員
か
ら
、

岩
国
市
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
和
木
町

か
ら
の
利
用
相
談
が
あ
り
、
希

望
者
が
少
数
で
あ
っ
て
も
ニ
ー

ズ
が
あ
る
。
町
独
自
の
実
施
が

難
し
け
れ
ば
、
町
外
へ
の
委
託

を
検
討
し
、
事
業
の
早
期
実
現

を
期
待
す
る
旨
の
意
見
が
あ
っ

た
。

　
主
任
児
童
委
員
か
ら
、

岩
国
市
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
岩
国

市
民
だ
け
が
対
象
で
あ
る
が
、

質
問

質
問

質
問

保
健
福
祉

課
　
　
長

教
育
委
員
会

事
務
局
長

町
長

　
厚
生
労
働
省
が
実
施
要
綱

を
定
め
、
子
育
て
支
援
事
業

を
行
う
た
め
に
、
保
育
所
な

ど
の
保
育
施
設
で
は
な
い
地

域
に
お
け
る
「
相
互
援
助
組

織
」　子
育
て
中
の
援
助
を
受

け
た
い
方
（
依
頼
会
員
）
と

保
育
活
動
の
援
助
を
行
い
た

い
方
（
提
供
会
員
）
が
会
員

登
録
し
、
事
務
局
（
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
が
連
絡
・
調
整
等

の
橋
渡
し
を
行
う
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　
　
サ
ポ
ー
ト
・

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会

事
務
局
長

A広域的な利用も含め調査研究していく
栗本 詠子 議員
くりもと　えいこ

町　長

Q　ファミリー・サポート・センター
　事業の早期実施を

ファミリー・サポート・センター
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編
集
後
記

編
集
後
記

　
一
昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
町
民
の

皆
様
の
日
常
生
活
が
大
き
く
変
化
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
も
、
議
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂

い
て
い
た
町
の
行
事
や
小
、
中
学
校
の
式

典
な
ど
全
て
に
参
加
出
来
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
寂
し
い
思
い
で
す
。

　
日
常
の
生
活
の
安
心
、
命
を
守
る
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
危
機

感
に
よ
り
身
近
に
感
じ
不
安
を
覚
え
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
同
僚
議
員
の
中
で
も
、
町
づ
く
り
に
つ

い
て
、
今
後
何
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の

か
話
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん

延
が
一
刻
も
早
く
収
ま
り
、
日
常
の
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
考
え
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
上
田
　
丈
二
）

議長 兼 本 信 昌

灰　岡　裕　美
広報広聴委員長

森脇　明美    中村　充子
上田　丈二    津島　宏保

広 報 部

発行責任者

①地区の特色や活動
②会長さんの趣味あなたの地区を紹介してください

【自治会長さんに聞きました】 パートⅤ

①当自治会はおよそ１００世帯で、ご高齢の方から
若い世代の方まで幅広い年齢層が集う自治会で
す。コロナになるまでは、４～５月（こいのぼり
掲揚）、７月（夏祭り）、１０月（子供会ハロウィン）、
１月（とんど・餅つき）、２月（防災訓練）、３月（ビ
ンゴ大会）など、高齢の方たちの知識と若者のパ
ワーがひとつなって イベントを行っていました。
コロナと共存できる日が来たら少しずつイベント
を再開し、再びたくさんの笑顔が集えば嬉しいで
すね。自治会役員はみんな、仕事をしながら片手
間で自治会業務をしていますが、疲れた時は、自
治会内の中華食堂さんでエネルギーチャージ！

②スキー。真っ白なゲレンデをスピードに乗って風
を切っている時間は最高です。

〔山の手自治会〕吉川　健治 さん

〔つつじヶ丘自治会〕  木坂　髙明 さん

①新地自治会は国道２号線をはさんで４丁目（和木駅側）
と５丁目（三井化学側）に約１６０世帯の会員が住む自治
会です。国道２号線をはさんでいる為、副会長を２名と
して、それぞれ４丁目、５丁目を担当してもらっていま
す。行事としては毎年１１月に行なうモチつき大会、又、
上灰場、中灰場、沖灰場と新地の四地区合同で行なう１
月のとんど、夏の盆踊りを行っています。又、３月の総
会では弁当を食べながらお酒も入りビンゴゲームで盛り
上がります。最近は若い人達が家を建て小さな子供さん
が増えました。

②・弓道６０年、玖珂地区弓道連盟（副会長・事務局長）
＊仕事が休みの時は蜂ケ峯の弓道場で春はウグイス、キ
ジ、夏はセミ、秋は赤トンボ、冬はカラス、スズメと
遊んでいます。
・競技綱引き審判員（AA）３６年、日本綱引連盟公認審判
員（山口県審判長）
＊毎年１１月に行なわれる中国大会で笛を吹きに行ってき
ます。

〔新地自治会〕東屋　延夫 さん

①蜂ヶ峯公園の中腹高台にあり、１２４世帯の静かな団地です。平
成元年に入居した頃は子供も多く、にぎやかな団地でしたが、現
在は皆年を取り、活動もずいぶん少なくなりました。梅雨明けに
行う懇親日帰り旅行、秋は瀬田八幡宮の御旅所を設け、神輿を作
り団地内を練り歩いていましたが、コロナにより、この２年は中
止となりました。コロナ終息を待ち望み再開できるのを楽しみに
しています。

②釣は「ふかせ釣」で５０年、鯛・チヌ・グレ・メバルなど昼夜を
問わず頑張っています。最近は長距離運転が億劫になりました。
ゴルフは健康維持のため、月２～３回程度ラウンドしています。
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